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１．琉球祖語アクセント推定過程における金武方言の位置づけ
　松森（2000b）、Matsumori（2001）は、琉球祖語には１音節語に２型、２音節語に３型、３音
節語には少なくとも３つの型の区別があったとする前提のもとに「系列」という概念を提示し、
琉球祖語に最大３つまで存在していたと（今のところ）考えられるアクセント型の区別をそれぞ
れ「Ａ系列」「Ｂ系列」「Ｃ系列」と呼ぶことを提唱した。この「系列」という名称は、それまで
松森（1998、2000a）で使用していた「板」類、「息」類、「鏡」類、「刀」類といった、型の区別
を示す用語に代わるものとして提案されたものである。
　また松森（2000b）では、従来の琉球アクセント史研究が琉球祖体系の再建や方言どうしの系
統関係を議論する際に依拠してきた資料が、本土の「類別語彙」を使用した琉球諸方言の記述資
料に偏っていたという事実を踏まえ、（特に本土には観察されない）琉球独自の語彙を多くその
内部に含めたアクセント調査用語彙集─すなわち本土の「類別語彙」に匹敵するような琉球調査
用の語彙のリスト─を開発すべきであること、そしてそれを使用した組織的調査を早急に琉球各
地で実施して、データを収集しておくことの必要性を論じた。
　本稿においては、この琉球のアクセント調査を目的として作成される語彙のリストのことを、
本土の「類別語彙」とあえて区別するために、「系列別語彙」と呼ぶこととしたい。この系列別
語彙は琉球祖語に存在したと想定されるそれぞれの系列に含まれる語彙の、できる限り総括的な
リストであることが望ましい。そのためこの語彙の開発は、琉球祖体系にまでさかのぼれると想
定される３つのアクセントの系列別を忠実に保っていると考えられる方言体系の調査に基づいて
開始されるのが理想である１）。
　琉球には、共時的に見て「３型アクセント体系」（あるいはそれ以上の型の区別を持つ体系）
とされる方言は数多く存在するが、かならずしもそれら諸方言のすべてがこの「系列別語彙」開
発に最適というわけではない。３型アクセント体系の方言であっても、その体系内の一部でこの
３つの系列のうちの２つがすでに合流しつつあると思われるような方言も存在する。琉球祖語の
型の対立を比較的明瞭に残している、という観点から考えて「系列別語彙」開発のための今後の
理想的な調査地となり得る方言体系は、私見では、まず北琉球（奄美・沖縄）においては沖永良
部島の一部、徳之島、そして今回取り扱う沖縄本島の北部・中部地域の一部２）などである。また
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南琉球（宮古・八重山）においては、与那国と多良間島が、その有力な候補地として挙げられる。
　さて、いわゆる「３型アクセント」が観察される沖縄本島の北部、中部の諸地域の中で、琉球
祖語に存在していたと想定される「Ａ系列」「Ｂ系列」「Ｃ系列」の３つのアクセント型の区別が
比較的明瞭に保たれ、しかもその各系列に属す語彙が、奄美の沖永良部島、および徳之島の３型
アクセント地域におけるそれとも比較的規則的に対応する（とこれまでに筆者が判断した）方言
のひとつとして、今回、金武方言を取り上げて記述したい。
　本稿では、まず第２節で本土の類別語彙を用いてこの方言の分析を行う。そしてこの金武方
言が、松森（1996, 1998, 2000a, b）で提示したような類の分裂、合流の仕方を遂げていること３）、
すなわちこの金武方言は「類別語彙」の２音節語が12/345/345のような分裂・合流を遂げている
だけでなく、３音節語も12/45/4567のような合流を遂げているということを示す。次に第３節で
は、この類別語彙に対応する語彙の音調型を検討しながら、この金武方言のアクセント体系を導
き出す試みを行う。本稿では、この方言はピッチの上昇の位置が弁別的な（上げ核の）方言であ
る、という考えを提示する。また、表層の音調パターンを導き出すためのいくつかのアクセント
規則についても論じる。
　さらに第４節では、その結果を前提にしながら、類別語彙には存在しない琉球独自の語彙の「系
列」を、この方言の資料から「推定」する試みを行う。もちろん今回提示した金武方言の資料だ
けに基づいて各語の琉球祖語における「系列別」を断定してしまうことはできない。しかしここ
で提示した資料は、少なくとも今後の琉球調査用「系列別語彙」開発のための基礎的な資料にな
るものと期待される。
２．類別語彙を用いた調査から
　以下、本稿を通じて、松森（2000b）で提示した琉球祖語にさかのぼれると思われるアクセン
ト型による３つの対立を 「Ａ系列」、「Ｂ系列」、「Ｃ系列」と呼ぶこととする。またこれら３つの
系列のそれぞれに属していたと想定される語彙に関する仮説を「系列別語彙」と呼んで議論を進
めていく。本稿の記述のための調査は、2001年３月12 ～ 15日にかけて行われた。調査協力者は、
金武方言の生え抜きの話者４名である４）。
　〈表１〉は、類別語彙１音節語に対応する語彙の、金武方言における方言形式とそのアクセン
ト型を示したものである。以下すべての表において、金武の方言形にはあえて抽象度の高い音韻
解釈を施さず、できるだけ表層の音声に近い形、すなわち音声表記で示すこととした（ただし表
記があまりにも煩雑にならないよう、あくまでも簡略表記とする）。なお今回の調査では、すべ
ての語について、その単独形と平行して、それぞれの語に主格の助詞 nu あるいは ga を付けて
作成した文（「～ガ見エル」「～ガ残ル」のような意味の文）を発話してもらったものを観察した
（以下、これを助詞付接続形と呼ぶ）。後に述べる理由によって、以下の表では、１音節語に限っ
てはその助詞部分までの形式をその表に載せ、２音節以上の語に関しては、その単独形だけを記
すこととする。
　また参考のため以下すべての表には、その右端に、それぞれの単語に対応する語の『今帰仁方
言辞典』における形式と、それに対して私自身が解釈した「系列」を付記することとした５）。
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　〈表１〉のＩの欄から、金武方言の１音節語のアクセントは、２つの異なる型からなることが
確認できる。またその２つの型の区別は、今帰仁方言のそれ（Ⅲの欄）とも明瞭な型の対応を示
すことが分かる。この２つの区別は、これまで話者が沖永良部島、徳之島で調査してきた方言の
型の区別ともほぼ規則的に対応するので、これは少なくとも北琉球諸方言の祖語にまでさかのぼ
れる区別であると考えられる。したがって、Ⅱの欄にあるように、この２つの型の区別をそれぞ
れＡ系列、Ｂ系列と呼ぶこととする。
　記述が必要以上に煩雑になるのを避けるため、表中ではピッチの上昇部分だけを　「　という
記号によって示してあるが、実際のピッチパターンは、（１）の例に示すようなものである。
（１）１音節語の具体的ピッチパターン
　１音節語にだけ限って言えば、このＡ、Ｂ系列の違いは、単独形より助詞付接続形において、
よりはっきりと観察できるようである。すなわちＡ系列に対応する語は、高く平板に発音される
（助詞が付くとその助詞も含めて語句全体が高くなる）のに対して、Ｂ系列のものは、低く始ま
り語末の１モーラだけが上昇するという特徴がある。Ｂ系列の語は助詞が付くとその助詞部分だ
けが高くなるため、Ａ、Ｂ系列の違いは助詞付接続形においてより明瞭に区別できることが（１）
から分かる。
ᶚɽࠓؼਔ͔Β
ਪఆ͞ΕΔܥྻ
ᶙɽʰ ࠓؼਔํ
ݴࣙయʱͷهड़
ᶘɽਪఆ͞Ε
Δܥྻ
̞ɽํݴܗʢۚ෢ʣޠྨผ
̖ʮEK̖5K 5KPW݂̍
̖ʮRWW̖W  WPWൕ̍
̖ʮOK̖OK  OKPW࣮̍
̖ʮPCC̖PC  PCPW໊̎
̖ʮRCC̖JC  JCPW༿̎
̗MKʮK̗MKʮ  MKʮPW໦̏
̗UKʮK̗UWʮ  UWʮPWਣ̏
̗VKʮK̗VKʮ  VKʮPWख̏
̗PKʮK̗PKʮ  PKʮPWՙ̏
̗PKʮK̗PKʮ  PKʮPWࠜ̏
̗RWʮW̗Wʮ  WʮPWึ̏
̗OKʮK̗OKʮ  OKʮPW໨̏
̗LWʮW̗LWʮ  LWʮPW౬̏
̗RKʮK̗%Kʮ  %KʮPWՐ̏
̗RCʮC̗JCʮ  JCʮPWࣃ͇
ʪද̍ʫྨผޠኮ̍ԻઅޠʹରԠ͢Δޠͷۚ෢ํݴʹ͓͚ΔΞΫηϯτܕͱͦͷܥྻʢOV͸ओ֨ͷॿࢺʣ̒ʣ
୯ಠɹɹॿࢺ෇઀ଓܗ ୯ಠɹɹॿࢺ෇઀ଓܗ
ɹɹ݂ɹɹ5K 5KPW ʜ ໊ɹPC PCPW ʜʦ̖ܥྻʧ
ɹɹึɹɹWWPWʜ ࣃJC  JCPW ʜʦ̗ܥྻʧ
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　これとは逆に、２音節以上の語では、助詞付接続形よりむしろ単独形のほうが、各系列の違い
が明瞭になることが今回の調査で明らかになった。（これについては、後述する。）そのため、以
下の表では単独形のみを示すこととする。〈表２〉は、類別語彙２音節語に対応する語彙の金武
方言における方言形と、そのアクセント型を示したものである。
ᶚɽࠓؼਔ͔Β
ਪఆ͞ΕΔܥྻ
ᶙɽʰ ࠓؼਔํݴ
ࣙయʱͷهड़
ᶘɽਪఆ͞Ε
Δܥྻ
̞ɽํݴܗʢۚ෢ʣޠྨผ
̖!CʮOK̖!COKѿ̍
̖JWʮUK̖!W5Kڇ̍
̖JCʮ\K̖MC<K෩̍
̖MKʮ\K̖MK<Wই̍
̖MWʮEK̖MWV5Kޱ̍
̖JWʮUK̖MW5Kࠊ̍
̖UCʮMK̖UCMKञ̍
̖UWʮFK̖UWFKକ̍
̖RCʮJWW̖JCMWശ̍
̖RCʮPCC̖JCPCඓ̍
̖RCʮPK̖JCPKӋ̍
̖RWʮFK̖WFKච̍
̖RWʮUK̖W5KW5K?PW੕̍
̖OKʮ\K̖OK\Wਫ̍
̖RWʮUWW̖WUW΁ͦ̍
̖UKʮPCC̖UWPC࠭̍
̖JKʮECC̖!KV5Cӊ଑̍
̖ɼ̘ʮ\WWʮOKʯ\W̖PF<Wߔ̍
̖LWʮFCC̖LWFCࢬ̍
̘ʮ!Kʯ5K̖!K5Kੴ̎
̖JWʮVCC̖!WVCՎ̎
̖JWʮVWW̖!WVWԻ̎
̖JCʮDK̖MCOKMCDKࢴ̎
̖ʮEKʯDCC̖5KDCէ̎
̖RCʮUK̖JC5Kڮ̎
̖ʮEWW̖V5Wਓ̎
̗!COKʮK̗!COKʮߝ̏
̗
!WOWʮW
ʢͭ͞·͍΋ͷҙʣ
̗OWʮҶ̏
̗!KTWʮW̗!KTWʮ৭̏
̗MWUCʮC̗MWUCʮ૲̏
̗MWOWʮW̗MWOWʮӢ̏
ɹɹʪද̎ʫྨผޠኮ̎ԻઅޠʹରԠ͢Δޠͷۚ෢ํݴʹ͓͚ΔΞΫηϯτܕͱͦͷܥྻ
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ᶚɽࠓؼਔ͔Β
ਪఆ͞ΕΔܥྻ
ᶙɽʰ ࠓؼਔํݴ
ࣙయʱͷهड़
ᶘɽਪఆ͞Ε
Δܥྻ
̞ɽํݴܗʢۚ෢ʣޠྨผ
̗JWOKʮK̗MWOKʮถ̏
̗UKOCʮC̗5KOCʮౡ̏
̗EKPWʮW̗5WPWʮ֯ʢͭͷʣ̏
̗PWMCʮC̗PQMCʮߙ̏
̗PCOKʮK̗PCOKʮ೾̏
̗RCPCʮC̗JCPCʮՖ̏
̗LCOCʮC̗LCOCʮࢁ̏
̗UKTWʮW̗5KTWʮो̏
̗OCOKʮK̗OCOKʮ౾̏
̗OKOKʮK̗OKOKʮࣖ̏
̗OCʮC̗OCʮഅ̏
̗JKECʮC̗!KVCʮ൘̐
̗!Wʮ K`̗!WKʮӝ̐
̗JCUCʮC̗MCUCʮࡿ̐
̗JCVCʮC̗MCVCʮݞ̐
̗JCFWʮWɺ̗MCFWʮ֯ʢ͔Ͳʣ̐
̗UKTWʮW̗5KTWʮो̐
̗OKUWʮW̗OKUWʮຯ઻̐
̗OKPWʮWɼPWʮW̗PPWʮຸ̐
̗OW\KʮK̗OW<Kʮഴ̐
̗YCTCʮC̗YCTCʮ࿴̐
̗!COKʮK̗!COKʮӍ̑
̗OWOWʮW̗OWOWʮ଼̑
̗LWTWʮW̗LWTWʮ໷̑
̘ʮJCʯOK̘MCʮOKළ̏
̘ʮRCʯOCC̘JCʮOC඿̏
̖ʮOC`K̘OCʮK١̏
̘ʮRWʯPK̘WʮPKࠎ̏
̘ʮPWʯOK̘PWʮOK೸̏
̘ʮ!KʯEWʢݜࢳʣ̘!KʮV5W!KʮVUWࢳ̐
̘ʮPCʯJCC̘PCʮMCத̐
̘ʮ!WʯUK̘!WʮUWӓ̐
̘ʮ!WʯOK̘OKʮւ̐
̘ʮRWʯPK̘WʮPKस̐
̘
ʮRKʯTCCʢআ૲ͳͲ
ʹ࢖༻͢Δʣ
̘%KʮTCฟ̐
̘ʮOCʯEK̘OCʮV5Wদ̐
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　この〈表２〉から、本土の類別語彙２音節語に対応する語には３つの対立が見られることが分
かる。この３つの対立は、（一部の例外を除き）今帰仁のそれともほぼ規則的に対応することが
この表から分かる。この３つの区別をＡ、Ｂ、Ｃ系列と推定する。
　前掲の〈表１〉と同様、この〈表２〉でも金武方言の方言形にはピッチの上昇部だけしか示し
ていないが、実際のピッチパターンは次の（２）の例に示すようなものである。
（２）２音節語の具体的ピッチパターン
ᶚɽࠓؼਔ͔Β
ਪఆ͞ΕΔܥྻ
ᶙɽʰ ࠓؼਔํ
ݴࣙయʱͷهड़
ᶘɽਪఆ͞Ε
Δܥྻ
̞ɽํݴܗʢۚ෢ʣޠྨผ
̘ʮRCʯ`K̘JCʮK਑̐
̘ʮJWʯMK̘!WʮMKYWʮMKԳ̑
̘ʮJCʯIK̘MCʮIKӄɺӨ̑
̘ʮJWʯ`K̘ʁMKʮ੠̑
̗ɺ̘UCCʮTWʯW̘UCʮTWԐ̑
̘ʮVCʯDK̘VCʮDK଍ା̑
̘ʮEKʯ`LW̘UWʮLW࿐̑
̘ʮPCʯDK̘PCʮDKು̑
 ୯ಠ ॿࢺ෇઀ଓܗ
ɹɹɹඓɹɹJCPC  JCPCPW ʜ ʦ"ܥྻʧ
ɹɹɹՖɹɹJCPC  JCPCPW ʜ ʦ#ܥྻʧ
ɹɹɹ඿ɹɹJCOC  JCOCPW ʜ ʦ̘ܥྻʧ
ɹɹɹɹɹɹʢJCOC  JCOCPWʜJCOCPWʜʣ
ɹ͢Ͱʹʢ̍ʣͰࣔͨ̍͠Իઅޠͷ৔߹ͱಉ༷ɺ̎Իઅޠʹ͓͍ͯ΋ɺ̖ܥྻ͸શମతʹߴ͘ฏ
൘ͳԻௐܕͰग़ݱ͍ͯ͠Δ͜ͱ͕ʢ̎ʣ͔Β෼͔ΔɻҰํɺ̗ܥྻ͸JCPCͷΑ͏ʹ୯ಠͰ͸
࠷ޙͷԻઅ͕௕ԻԽͯ͠ɺͦ ͜ʹ্ঢௐ͕࣮ݱ͢Δ͕ɺॿࢺ෇઀ଓܗʹͳΔͱJCPCPWʜͷΑ͏
ʹɺޠ಄ͷ̍Իઅ͚͕ͩߴ͘ͳΔɻ·̘ͨܥྻ͸ɺ୯ಠܗͰ͸JCOCʢ඿ʣɺPWOKʢ೸ʣͷΑ
͏ʹޠ຤ͷԻઅ্͚͕ͩঢ͢Δ৔߹͕ଟ͔͕ͬͨɺͦΕͱฏߦͯͨ͠ͱ͑͹PWOKʢ೸ʣPCDK
ʢುʣ!WUWʢӓʣͷΑ͏ʹ̎ͭͷࢁ͕ग़ݱ͢Δ৔߹΋͋ͬͨɻ͔͜͠͠Ε΋ॿࢺ෇઀ଓܗʹͳ
ΔͱɺPWOKPWʜʢ೸͕ʣɺPCDKPWʜʢು͕ʣɺ!WUWPWʜʢӓ͕ʣͷΑ͏ʹޠ຤ͷ΄͏ͷࢁ
͕ফ͑ɺޠ಄͚͕ͩߴ͘ͳΔ͜ͱ͕͋Δɻ
ɹ͜ͷΑ͏ͳཧ༝ͷͨΊɺ͜ͷۚ෢ํݴͰ͸̎Իઅޠͷ̗ܥྻͱ̘ܥྻ͸ɺ୯ಠܗͰ͸JCPC
ʢՖʣରJCOCʢ඿ʣͷΑ͏ʹɺ্ঢҐஔͷҧ͍ʹΑͬͯ྆ऀ͕͸͖ͬΓͱ۠ผͰ͖Δͷʹର͠ɺ
઀ଓܗʹͳΔͱͦͷҧ͍͕ෆ໌ྎʹͳΔ৔߹͕͋ͬͨɻ઀ଓܗʹ͓͍ͯ͸ɺ྆ऀͱ΋ޠ຤ͷ্ঢ
͕ফ໓ͯ͠͠·͍ɺ·̗ͨܥྻͷޠ຤Իઅͷ௕฼Ի΋୹ԻԽͯ͠͠·͏ͨΊɺJCPCPWʜʢ̗ɿ
ՖΨʜʣɺJCOCPWʜʢ̘ɿ඿ΨʜʣͷΑ͏ʹ࣮ݱͯ͠͠·͏܏޲ʹ͋ΔͨΊͰ͋Δɻ̘ͨͩ͠
ܥྻͷ΄͏ʹ͸ɺґવͱͯ͠JCOCPWʜͷΑ͏ʹ௿࢝͘·ͬͯޠ຤ͷॿࢺ͚͕ͩߴ͘ग़ݱͨ͠
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　またこの方言の２音節語においては、Ｂ、Ｃ両方の系列において、その第１音節が長音化して
いることが、（２）から分かる。すなわち金武方言の２音節語では、単語単独発音の場合にＢ系
列の語の語末音節が長音化していることに加えて、語末から２つめの音節も長音化しているので
ある。一方、同じ表に示された今帰仁方言では、Ｂ系列の語はすべて、語末音節に限って長音化
していることが分かる。
　今、Ｃ系列の場合だけに限って言えば、このように語末以外の音節が長音化する現象は、琉球
諸方言の中でも決してめずらしい現象とは言えない。たとえば筆者のこれまでに調査した範囲内
で言うと、沖縄本島北部の伊平屋島、伊是名島、沖縄本島北部の東村川田や名護市安和、徳之島
の天城町の多くの方言などにも、Ｃ系列の第１音節に長母音が出現する体系が存在している（松
森1996, 1998）。また『沖縄語辞典』によれば、首里方言においても「息/iici/」「糸/iicu/」「中
/naaka/」「松/maai/」など、本稿のＣ系列に相当する語彙の語頭に長母音が存在することが確
認されている。ここから、Ｃ系列の「浜 ha:ma」、「中 na:ka」、「松 :」などの語に観察され
る第１音節の長母音は、少なくとも北琉球諸方言（奄美・沖縄）の祖語の段階において、すでに
存在していた可能性があると考えてよいだろう８）。
　一方、２音節語のＢ系列の語頭音節が長音化するというような方言は、琉球全体の中でも他に
あまり例を見ないものである。ちなみに中本（1981）の地図を参照しながら、Ｂ系列の「味噌」
「雨」「潮」という語の第１音節が長音化して mi:su、a:mi:、u:su のように出現する地域が琉球
のどのあたりに分布しているかを検討してみると、金武町、恩納村を中心とした沖縄本島中部だ
けに限定されていることが分かる。したがって、この「２音節語のＢ系列の語彙の第１音節に長
母音が出現する」という事実は、この金武方言のアクセントの際立った特徴のひとつであると言っ
てもよいだろう。
　つまり、この金武方言のＣ系列の「浜 ha:ma」、「中 na:ka」などの語頭長音節は、通時的に見て、
かなり古い段階までさかのぼれる可能性を持つのに対し、Ｂ系列の「花 ha:na:」、「豆 ma:mi:」な
どの語頭長音節は、比較的新しい変化によって生じたものと考えてよい。このＢ系列の語頭長音
化は、奄美・沖縄の諸方言がある程度分岐を遂げた後に、この金武を中心とする沖縄本島中部の
一地域において独立して生じた変化の結果であることが考えられる。すなわちこれは、名護市史
編さん委員会（2006：260）にもあるように、おそらくは他のアクセント型との区別を保つため
に第１音節の母音が長音化した結果、生じたものと推定してもよいだろう。
　以上の表で明らかになった事実、すなわち、Ａ，Ｂ，Ｃの３つの系列によって区別される語彙
が、今帰仁におけるそれとほぼ規則的に「型の対応」を示す、という事実は、この金武方言の３
音節語にも当てはまる。次に挙げた〈表３〉は、類別語彙３音節語に対応する語彙の、金武方言
における方言形とそのアクセント型を示したものである。
ΓɺJCOCPWʜͷΑ͏ʹ௿ฏௐͰग़ݱ̓ʣ͢Δ৔߹͕ଟ͔ͬͨͨΊɺ྆ऀͷରཱ͸͜ͷ఺ʹ͓͍
ͯɺ઀ଓܗͰ΋׬શʹத࿨ͯ͠͠·͍ͬͯΔΘ͚Ͱ͸ͳ͍ɻ
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ᶚɽࠓؼਔ͔Β
ਪఆ͞ΕΔܥྻ
ᶙɽʰ ࠓؼਔํݴ
ࣙయʱͷهड़
ᶘɽਪఆ͞Ε
Δܥྻ
̞ɽํݴܗʢۚ෢ʣޠྨผ
̖MKʮDWWʯUK̖MKDW5KMKDQ5KԎ̍
̖ʮ W`WʯFW`K̖!WFWKགྷΓ̍
̖MCʮEWW̖MCVUWQMCVUW׍̍
̖MCʮ\C`K̖MC<CK০Γ̍
̖JCʮOCCʯFW̖MCOCFWᜱ̍
̖MWʮUCCʯTK̖MWUCTK࠯̍
̗MWTWʮOCC̗MWTWOCʮं̍
̖UCʮMWWʯTC̖UCMWTCࡩ̍
̖UKʮTWWʯUK̖5KTW5Kҹ̍
̖VCʮVCCʯOK̖VCVCOK৞̍
̖VWʮPC`K̖VWPCKྡ̍
̖PKʮIWWʯVW̖PKIWVW৸ݴ̍
̖RCʮPCCʯ\K̖JCPC<Kඓ݂̍
̖OCʮEK̖OCVUWTKࡇΓ̍
̘OWMCCʮUK̘OWMCʮ5Kੲ̍
̖LWʮFC`K̖LWFCKᔴ̍
̖ʮJQQʯ\K"MQ<K߿̍
̖ʮVC`K̖V`CKೋਓ̎
̖
JWʮICCʯPKɺ
MWʮICCʯPK
̖MWICPKԫ͇ۚ
̖UKʮMCCʯTC̖5KMCTCྗ͇
̗MCICCʮOK̗MCICOKʮڸ̐
̗JKMWʮUCC̗!KMWUCʮ܉ʢ͍͘͞ʣ̐
̗MW`LWʮOK̗MWLWOKʮྐྵ̐
̘VCMCCʮTC̗VCMCTCʮๅ̐
̗VCCʮTCC̗VCTCʮඨ̐
̗RCMCCʮOCC̗ɺ̘JCMCOCʮJCMCʮOCއ̐
̗RCUCCʮOK̗JCUCOKʮ᭔̐
̗!C/ʮFCC̗!CPFCʮ༉̑
̗ɺ̘JKEK2ʮEKʯK̗!KV5KV5Wʮ!KV5WV5Wʮޒͭ̑
̗!KPWʮEKɺPWʮEK̗PWV5Kʮ໋̑
̗OC2ʮMCC̗OCMMCʮປ̑
̗PCFCʮC̗PCFCʮྦ̑
̗MKʮ!W`K̗MLW`Kʮމӝ̑
̘
JCVCCʮPC
ʢφλͷҙʣ
̘MCVCʮPC౛̐
̘!QQʮ\K̘!Qʮ<Kઔ̐
ɹɹʪද̏ʫྨผޠኮ̏ԻઅޠʹରԠ͢Δޠͷۚ෢ํݴʹ͓͚ΔΞΫηϯτܕͱͦͷܥྻ
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　この〈表３〉から、本土の類別語彙３音節語に対応する語にも３つの対立が見られ、この３つ
は今帰仁方言のそれと（例外もあるが）ほぼ規則的に対応していることが分かる。この３音節語
の金武方言における具体的な音調パターンを具体例をもって示せば、次の例の通りである。
（３）３音節語の具体的ピッチパターン
　〈表２〉ですでに見たように、類別語彙２音節語については、この金武方言では、Ｂ，Ｃ系列
୯ಠܗ ॿࢺ෇઀ଓܗ
ɹɹԎɹɹMKDW5K  MKDW5KPW ʜ ʦ"ܥྻʧ
ɹɹڸɹɹMCICOK  MCICOKPW ʜ ʦ#ܥྻʧ
ɹɹ౛ɹɹMCVCPC  MCVCPCPW ʜ ʦ$ܥྻʧ
ɹɹɹɹɹʢMCVCPC  MCVCPCPWʜMCVCPCPWʜʣ
ᶚɽࠓؼਔ͔Β
ਪఆ͞ΕΔܥྻ
ᶙɽʰ ࠓؼਔํݴ
ࣙయʱͷهड़
ᶘɽਪఆ͞Ε
Δܥྻ
̞ɽํݴܗʢۚ෢ʣޠྨผ
̘JWVWWʮDC̘MWVWʮDCݴ༿̐
̘UK\KʮTK̘UW\WʮTKݛ̐
̘ʮOWʯUW̘OWUʮUW᝘̐
̘JCCʮTC̘MCʮTCנ̐
̘ʮRWʯMW̘WMMWʮKା̐
̗JKEK
KʮMWW̘!KV5KʮMWैܑఋ̑
̗ɺ̘!W`LC2ʮMYCʯC̘!WLCMʮMC਌ࢠ̑
̘PCUCCʮMK̘PCUCʮMK৘͚̑
̗RQQʮEK̘JQʮV5Kᝧ̑
̘ʮRCʯ`LCC̘JCʮLCப̑
ɹᴷᴷᴷ̘VCUWʮMK᧪̑
̘JWUCCʮ\K̘!WUCʮIKీ̒
̘!WPCCʮ\K̘!WPCʮ<Kә̒
̘ICTCCʮUK̘ICTCʮUCӊ̒
ɹᴷᴷᴷ̘MKVUWʮPGޅ̒
̘UKTCCʮOKUCCʮOK̘5KTCʮOKᥔ̒
̗ɺ̘RCFC2ʮMCʯC̘JCFCʮMCད̒
̘RK\Gʮ K`RK\Cʮ K`̗%K<CKʮࠨ̒
̘MC`KʮIW̘MCKʮMQMCKʮIQࢋ̓
̘IW/ʮ\C̘MW<KʮTCܵ̓
̘MWUWʮ K`̘MWUWʮKༀ̓
̘VCTGʮG̘VCʮTGᚮ̓
̘RCVCCʮMK̘JCVCʮMKി̓
̘ʮEWʯ`K̘V`5WʮKҰਓ̓
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ともに語末から２つめの音節が規則的に長くなっていることが観察された。これに対し、〈表３〉
に示した類別語彙３音節語のＢ、Ｃ系列の語彙には、このような規則的な長音化現象は観察され
ない。すなわち金武方言では、語末以外の音節が規則的に長音化する現象は２音節語のみに限定
されていることが、今回の調査で分かった９）。一方、これとは対照的に、〈表３〉の右に示した
今帰仁方言では、３音節語の（Ｂ系列の語は語末音節だけが長音化するのに対して）Ａ，Ｃ系列
の語に、語末から数えて２つ目の音節の長音化が見られる。
　さて、この金武方言に特徴的だと思われる第２の現象は、Ａ系列の示す音調型にある。すでに
（１）、（２）で見てきたように、この金武方言の１音節語、２音節語のＡ系列は、全体的に高く
平板な音調型で出現していた。しかしこの方言では、３モーラ以上の比較的長い語になると、Ａ
系列の音調型に下がり目が実現する。しかも、その下がり目の位置が、常に固定した場所に出現
する。すなわちＡ系列の語は、（４）に例示されているようにまず高く始まり、その高さが語頭
から３モーラ目まで持続した後、その後は低く付くのである。
　このようにＡ系列の高さの持続には制限があり、それは語頭から数えて３つめのモーラまでで
あるが、このような高さ持続の制限はローレンス（2005）の記述した田
た
嘉
か
里
ざと
方言には報告されて
いない。（田嘉里ではＡ系列の語は、長さに関わりなく、一貫して語句末まで高く実現するよう
である。）このような高さの持続制限は、沖縄本島中北部の他の方言にも広く観察されるもので
あろうか。また、もしそれが他方言にも観察されるとすればその分布はどうなっているのだろう
か。それらＡ系列に観察される下がり目は、金武方言では３モーラ目直後だが、他の方言でも同
じように３モーラ目なのであろうか。これは、この地域の今後の記述調査の課題である。
　通時的な観点からは、Ａ系列に見られるこのような方言間の違いは一体どのように（どのよう
な変化の過程によって）生じたのかという点を考察する必要があろう。すなわち、このＡ系列の
３モーラ目直後（方言によっては３モーラ目ではない可能性もある）に出現する下がり目は、過
去のアクセント型の何らかの痕跡なのか。それともこれは、諸方言がある程度分岐してから、沖
縄本島の一部の方言に生じた何らかの新しい変化の結果なのか。また、もしこの下がり目が新し
い変化によって後から生じたものだとすれば、それはどのような条件によって生じ、なぜ３モー
ラ目でなければならなかったのか。こうした問題に関する考察も、今後の課題としなければなら
ない。
　ちなみに〈表３〉を見ると、今帰仁方言でも「煙 ki「buu」si」、「畳 ta「taa」mi」、「鼻血 pa
ʢ̐ʣ JCPC<Kʢඓ݂ʣ VCVCOKʢ৞ʣ MKDW5KʢԎʣ
JCPC<KICʜ VCVCOKICʜ MKDW5KICʜ
චऀͷ؍࡯ͨ͠ͱ͜Ζɺ͜ͷߴ͞ͷ࣋ଓ͸͋͘·Ͱ΋̏ͭ໨ͷʮϞʔϥʯ·Ͱ͋ͬͯɺ̏ͭ໨
ͷʮԻઅʯ·ͰͰ͸ͳ͍Α͏Ͱ͋Δɻ͜ͷ͜ͱ͸ʢ̑ʣͷྫ͔ΒਪఆͰ͖Δɻ
ʢ̑ʣ MC<CKʢ০Γʣ !WFWKʢགྷΓʣ MQ<Kʢ߿ʣ LWFCKʢᔴʣ
MC<CKICʜ !WFWKICʜ MQ<KICʜ LWFCKICʜ
沖縄本島金武方言の体言のアクセント型とその系列
107
「naa」zi」などの３音節以上のＡ系列の語には、はっきりした下降が観察されていることが分か
る。また『沖縄語辞典』を参照すると、首里方言でも「煙 kibusi」、「隣 tunai」、「鼻血 hanazii」
などのＡ系列の語は「下降型」とされており、３モーラ以上の単語では「通常第２モーラまでが
高く、以下のモーラは低く終わりまで平らに続く（国立国語研究所（編）：53ページ）」と記述さ
れている。これらの事実から考えても、Ａ系列に何らかの下降が観察されるという事実は、（少
なくとも沖縄本島の諸方言においては）決して特殊な現象ではないと思われる。
３．金武方言のアクセント体系と系列
　さて次に、以上のような語彙の示す音調型をもとにしながら、金武方言のアクセント体系の共
時的記述を試みる。
　本方言のアクセントの弁別的特徴は、ピッチの「上昇」の位置であると思われる。（すなわち、
この方言は上げ核を持つ体系である可能性がある。）この上昇の位置を「核」と呼び、今それを「 
のような記号で示すとすれば、本方言のアクセント体系には次の（６）のようなものが仮定できる。
（６）金武方言のアクセント体系
　すなわち金武方言では、「Ａ系列は無核の型を持ち（０型）、Ｂ系列は語末モーラに核を持ち（－
１型）、Ｃ系列は最後から２番目に核を持つ（－２型）」というように記述できる。またこの方言
には、「核の次モーラを上昇させる」というような音調規則が想定できる10）。（これは松森（2000b） 
で導き出した沖永良部島の和泊や知名方言のアクセント体系と類似している。）
　さらにこの方言では、「無核」であるＡ系列の高さの持続には制限があり、それは「語頭から
数えて３つめのモーラまで」と記述できるであろう。したがって、金武方言の共時的な規則とし
ては、次のようなものが想定される。
（７）金武方言のアクセント規則
　　　ａ．核の置かれた次モーラを上昇させる。
　　　ｂ．Ａ系列の語は、語頭から３つめのモーラまで高さを持続し、
　　　　　その次のモーラでピッチを下降させる。
̍Իઅޠ ̎Իઅޠ ̏Իઅޠ
ɹɹ̖ܥྻ ˓ ˓˓ ˓˓˓ ʢ̌ܕʣ
ɹɹ̗ܥྻ ʮ˓ ˓ ʮ˓ ˓˓ ʮ˓ ʢʵܕʣ
ɹɹ̘ܥྻ  ʮ˓˓ ˓ ʮ˓˓ ʢʵܕʣ
ɹ্ͯ͞ड़ͷΑ͏ʹɺ͜ ͷํݴͷหผతಛ௃͸͋͘·Ͱ΋ʮ্ঢʯͷҐஔͰ͋Δͱߟ͑ΒΕΔ͕ɺ
͜ͷหผతಛ௃ʢ֩ʣ͸͜ͷํݴͰ͸ɺ઀ଓܗʹ͓͍ͯΑΓ΋୯ಠܗͷ৔߹ʹ࠷΋໌ྎʹ؍࡯Ͱ
͖Δɻ͢ͳΘͪ͜ͷۚ෢ํݴͰ͸ɺ֩͸จதʢॿࢺ෇઀ଓܗʣͰ͸ग़ݱ͠ͳ͍͜ͱ͕ଟ͍ͷͰ͋
Δɻͨͱ͑͹̗ܥྻͷʮڸʯ͸ɺ୯ಠͰ͸MCICOKͷΑ͏ʹޠ຤Իઅ͕௕ԻԽ͠ɺͦ͜ʹ্ঢ
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　したがって下降の位置は、（少なくとも今のところ）この方言の弁別的な特徴とは言えない11）。
この方言の弁別的特徴は、あくまでも上昇の位置であると考えられる。（これは、２モーラ以上
の語になると、助詞付接続形では出現することが少なく、むしろ単語単独形に顕著に実現するも
のである。）
　以上、類別語彙１～３音節語を使って観察してきた特徴をもとに、金武方言のアクセント体系
を導きだしてきた。これは、（10）のようにまとめられるであろう。
ௐ͕࣮ݱ͢Δ͜ͱʹΑͬͯ࢝Ίͯޠ຤ͷ֩ͷଘࡏ͕͸͖ͬΓͱ෼͔Δͷ͕ͩɺͦΕ͕ॿࢺ෇઀ଓ
ܗʹͳΔͱMCICOKPWʜͷΑ͏ʹͦͷ্ঢௐ͸ফ໓͠ɺͦΕʹ୅Θͬͯޠ಄͔Β̎Ϟʔϥ໨ͷ
ޙʹԼ͕߱ੜ͡ΔͷͰ͋Δɻ
ɹઌ΄Ͳʢ̐ʣɺʢ̑ʣͷྫΛڍ͛ͳ͕Βɺ̖ܥྻͷޠ͸̏Ϟʔϥ໨௚ޙʹԼ͕Γ໨͕ग़ݱ͢Δɺ
ͱड़΂ͨɻͦΕʹର̗ͯ͠ܥྻͷޠ͸ɺॿࢺ෇઀ଓܗͰ͸̎Ϟʔϥ໨௚ޙʹԼ͕Γ໨͕࣮ݱ͢Δɻ
ͭ·Γ̖ܥྻͱ̗ܥྻͷ̎ͭͷܕͷҧ͍͸ɺ୯ಠܗʹ͓͍ͯ͸֩ͷ༗ແʢ্ঢ͕ग़ݱ͢Δ͔͠ͳ
͍͔ʣʹΑͬͯ۠ผ͞Ε͍ͯΔͷ͕ͩɺ઀ଓܗʹ͓͍ͯ͸ͦͷԼ߱ͷҐஔʹΑͬͯɺͦͷҧ͍͕
෼͔Δ͜ͱ͕ଟ͍ͷͰ͋Δɻͨͱ͑͹̏Իઅޠ͸ɺ઀ଓܗͰ͸࣍ͷΑ͏ʹ࣮ݱ͢Δɻ
ʢ̔ʣ "ܥྻ ˓˓˓ʧ˚ ʜ
 ̗ܥྻ ˓˓ʧ˓ ˚ʜ
 ̘ܥྻ ˓˓ ʮ˓˚ʜ ʢɹ˓ʧ˓˓˚ɹʣ
ɹ͢ͳΘ̖ͪܥྻ͸ɺޠ಄͔Β਺͑ͯ̏ϞʔϥΊͷ௚ޙʹԼ͕߱ݟΒΕɺ̗ܥྻ͸̎Ϟʔϥ໨ͷ
௚ޙʹԼ͕߱ݟΒΕΔͨΊɺҰݟͨ͠ͱ͜Ζɺ͜ͷ̖ɺ̗ܥྻͷॿࢺ෇઀ଓܗʹग़ݱ͢ΔʮԼ߱
ͷҐஔʯ͕ หผతͰ͋Δ͔ͷΑ͏ʹݟ͑Δɻ΋͠࢒Δ̘ܥྻ͕ɺ˓ ʧ˓ ˓˚ͷΑ͏ʹୈ̍Ϟʔϥͷ
௚ޙʹԼ͕Γ໨ʢɹʧɹʣΛ࣋ͭͳΒ͹ɺ͜ ͷํݴ͸Լ߱Ґஔ͕หผతͳํݴͱղऍ͢ΔՄೳੑ΋
ߟ͑ͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍Α͏ʹݟ͑Δɻ͔͠͠ͳ͕Βʢ͜ͷ༧૝ʹ൓ͯ͠ʣɺʢ̕ʣʹྫࣔͨ͠Α͏
ʹɺ̏Իઅޠͷ̘ܥྻ͸઀ଓܗͰ˓˓˓˚ ʜʢMCVCPCPWʜʣɺ͋Δ͍͸˓˓˓˚ʜʢMCVCPCPW
ʜʣͷΑ͏ʹ্ঢௐɺ͋Δ͍͸௿ฏௐͰ࣮ݱ͢Δ৔߹͕ଟ͘ɺৗʹ˓˓ ˓˚ʜʢMCVCPCPWʜʣ
ͷΑ͏ʹୈ̍Ϟʔϥ௚ޙʹԼ͕Γ໨Λ࣮࣋ͬͯݱ͢Δͱ͸ݶΒͳ͍ɻ
ʢ̕ʣ MWVWDCMWVWDCPWʜʙ MWVWDCPWʜ ʢݴ༿ʗݴ༿͕ʜʣ
 !WUCIK !WUCIKPWʜʙ !WUCIKPWʜ ʢీʗీ͕ʜʣ
ʢʣۚ෢ํݴʹ͓͚Δ̍ʙ̏Իઅޠʹ͓͚Δܕͷ۠ผͱͦͷܥྻผ
ɹɹɹ̍Իઅޠ
 ݂ɹɹ5K ໊ɹɹPC ʦ"ܥྻʧ
 ൕɹɹWʮ ࣃɹɹJCʮ ʦ#ܥྻʧ
ɹɹɹ̎Իઅޠ
 ඓɹɹJCPC ʦ"ܥྻʧ
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　すなわち、金武方言は「上げ核」の３型体系を持ち、「Ａ系列」は無核（０）、「Ｂ系列」は語
末モーラ核（－１）、「Ｃ系列」は語末から数えて２つ目のモーラに核がある（－２）、というよ
うな体系を持つと記述される。（もちろん、これはあくまでも類別語彙を基に考察した試案であ
り、今後、外来語や複合語を調査したデータを追加することによってこれとは異なる体系を想定
する必要性が生じるかもしれない。）
　以上のような考察に基づき、類別語彙を系列別に分類して示したものが次の（11）である。
松森（2000b）で論じた沖永良部島の諸方言と同様、この金武方言でも、類別語彙２音節語は
12/345/345、類別語彙３音節語は12/45/4567のような分裂・合流の仕方を遂げていることが、こ
こから確認できる。
 ՖɹɹJCPCʮ ʦ#ܥྻʧ
 ඿ɹɹJCʮOC ʦ$ܥྻʧ
ɹɹɹ̏Իઅޠ
 ԎɹɹMKDW5K ʦ"ܥྻʧ
 ڸɹɹMCICOKʮ ʦ#ܥྻʧ
 ౛ɹɹMCVCʮPC ʦ$ܥྻʧ
ʢ̍ ʣ̍ۚ෢ํݴͷࢿྉʹج͍ͮͯਪఆͨ͠ܥྻผޠኮͷҰ෦
ɹɹ˙̍Իઅޠ
ɹɹɹɹʦ"ܥྻʧ
 ݂5K ൕW ࣮OKɹʢҎ্ୈ̍ྨʣ
 ໊PC ༿JCɹʢҎ্ୈ̎ྨʣ
ɹɹɹɹʦ#ܥྻʧ
 ໦MK ਣUW खVKɹɹՙPKɹɹࠜPKɹɹึW
 ໨OK ౬LW Ր%KɹʢҎ্ୈ̏ྨʣ
ɹɹ˙̎Իઅޠ
ɹɹɹɹʦ"ܥྻʧ
 ѿ!COK ڇ!W5K ෩MC<K ޱMWV5K ࠊMW5K ञUCMK କUWFK
 ശJCMW ඓJCPC ӋJCPK චWFK ੕W5K ਫOK\W ᢌWUW
 ࠭UWPC ӊ଑!KV5C ߔPF<W ࢬLWFCʢҎ্ୈ̍ྨʣɹɹ ੴ!K5K
 Վ!WVC Ի!WVW ࢴMCOKʢMCDKʣ է5KDC ڮJC5K ਓV5W
 ʢҎ্ୈ̎ྨʣ
ɹɹɹɹʦ#ܥྻʧ
 ৭!KTW ૲MWUC ӢMWOW ถMWOKౡ5KOC ो5KTW ֯5WPW
ͭͷ
 ߙPQMC೾PCOK ՖJCPC ࢁLCOC౾OCOKࣖOKOK
 അOCɹʢҎ্ୈ̏ྨʣ൘!KVC ӝ!WK ࡿMCUC ݞMCVC ഴOW<K
 ֯MCFWो5KTW ຯ઻OKUWຸPPW ࿴YCTCɹʢҎ্ୈ̐ྨʣ
͔Ͳ
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　松森（2000a, b）、Matsumori（2001）は、すでに琉球祖語において類別語彙２音節語は12/345/
345のような分裂・合流を遂げ、３音節語は12/45/4567のような分裂・合流を遂げていたと推定
したが、この金武方言の資料もその仮説を支持するひとつのデータと成り得るだろう。
４．金武方言から推定される系列別語彙
　さて、本土の類別語彙を使った以上のような考察を前提にしながら、次に、類別語彙には存在
しない（琉球独自の、あるいは金武をはじめとする沖縄本島地域に特徴的な）語彙について、そ
のアクセント型から、それぞれの語の系列別を推定する試みを行ってみたい。次の〈表４〉は、
金武方言において調査した、類別語彙には対応しない語彙を、その音調型を基に系列別に分類し
て示したものである。
　この表は、まずすべての語彙をＡ，Ｂ，Ｃの各系列に分類する前に、各語を「植物」、「動物」、「人
間関係」、「身体」…といったような意味分野ごとにジャンル分けし、次にそのジャンルごとに区
 Ӎ!COK଼OWOW໷LWTWɹʢҎ্ୈ̑ྨʣ
ɹɹɹɹʦ$ܥྻʧ
 ළMCOK ඿JCOC ١OCK ࠎWPK ೸PWOKʢҎ্ୈ̏ྨʣ
 ࢳ!KV5Wʢ!KVUWʣɹɹதPCMCɹɹӓ!WUWɹɹւOKɹɹसWPKɹɹฟ%KTCʢ%KTCʣ
 দOCV5W ਑JCKʢҎ্ୈ̐ྨʣԳ!WMKʢYWMKʣɺӄMCIK
 ੠MK ԐUCTW ଍ାVCDK࿐UWLW ುPCDKʢҎ্ୈ̑ྨʣ
ɹɹ˙̏Իઅޠ
ɹɹɹɹʦ̖ܥྻʧ
 ԎMKDW5K གྷΓ!WFWK ׍MCVUWQʢMCVUWʣɹɹ০ΓMC<CK ᜱMCOCFW
 ࠯MWUCTK ࡩUCMWTC ҹ5KTW5K ৞VCVCOK ྡVWPCK ৸ݴPKIWVW
 ඓ݂JCPC<KࡇΓOCVUWTK ᔴLWFCK ߿MQ<KʢҎ্ୈ̍ྨʣ
 ೋਓVCK ԫۚMWICPK ྗ5KMCTC ʢҎ্ୈ̎ྨɺ͇ྨʣ
ɹɹɹɹʦ̗ܥྻʧ
 ڸMCICOKɹɹ܉ʢ͍͘͞ʣ!KMWUCɹɹྐྵMWLWOKɹɹๅVCMCTCɹɹඨVCTC
 އJCMCOCɹ᭔JCUCOKɹʢҎ্ୈ̐ྨʣɹ༉!CPFC
 ޒͭ!KV5KV5Wʢ!KV5WV5Wʣɹɹ໋PWV5KɹɹປOCMMCɹʢҎ্ୈ̑ྨʣ
ɹɹɹɹʦ$ܥྻʧ
 ౛MCVCPC ઔ!QF<K ݴ༿MWVWDCɹɹݛUW\WTKɹɹ᝘OWUUW
 נMCTC ାWMMWK ैܑఋ!KV5KMWɹʢҎ্ୈ̐ྨʣɹ਌ࢠ!WLCMMC
 ৘͚PCUCMK ᝧJQV5K பJCLC ᧪VCUWMKɹʢҎ্ୈ̑ྨʣ
 ీ!WUCIK ә!WPC<K ӊICTCUC ޅMKVUWPGɹʢҎ্ୈ̒ྨʣ
 ᥔ5KTCOK དJCFCMC ࢋMCKMQ ܵMW<KTCɹɹༀMWUWKɹɹᚮVCTG
 ിJCVCMK ҰਓV5WKɹʢҎ্ୈ̓ྨʣ
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分けした語彙を系列順（Ａ，Ｂ，Ｃの順）に配列する、という方針をとった。〈表４〉左端の漢
字一字の記号は、そのように分類したジャンルを示し、それぞれ次のような意味分野を指すもの
である。
　　１．植：植物・植物部位、　２．動：動物・動物部位、　３．人：人・人間関係
　　４．身：身体部位・身体関連現象、　５．食：食物・食物関連語彙、　
　　６．生：生活関連（衣類、行事、生活場所など）、　７．道：道具、生活用具、
　　８．自：自然現象・場所、　９．方：方角関係、　10．時：時間関係、　11．数：数
　このような配列方針は、今後の調査の現場でできるだけ使用しやすいように、という配慮のた
めである。これは、話者にそれぞれの語を文に入れて発音してもらって、その音調型の違いを観
察するような場合に、便利ではないかと考えた。
ਪఆ
ܥྻ
ࢀߟɿʰ ࠓؼਔํݴࣙ
యʱͷهड़
ܥྻํݴܗʢۚ෢ʣҙຯ෼໺
$UC/ʮPKʯ/"UCPK0?IQ͛ͬͱ͏২
"RKʮTWW"%KTWʹΜʹ͘২
"JWʮDCC"MWDCͼΖ͏थʢ͘͹ʣ২
"ʮOQQ"OQ૶ʢ΄ΜͩΘΒʣ২
ᴷ
ᴷᴷ
ʢJWEKʮFGGMWʯPKʁʣ
"5KFGMW?PKʹΜ͡Μ২
"UCʮPK"UCPKछ২
"ʮ\K"PF<KᑜʢΞμϯ΍όϥͷʣ২
$ʁJCCʮOCʯOK#!CMCOCOKʮখ౾২
#JC`LCʮC#MCLCʮʢICLCʮͱ΋ʣכ২
#MWDWʮW#MWDWʮࠛ෍২
#W`\KʮK#YW<Kʮ࠭౶͖ͼ২
#UKDWʮ K`#5KDWKʮౙӝ২
#ɺ$IQQʮ L`CʯC#IQLCʮۤӝ২
#DKTCʮC#DKTCʮ೙ʢೢͷҙຯ΋ʣ২
#PCDGGʮTCC#PCDGTCʮࢳӝʢ΁ͪ·ʣ২
$
RW2ʮEKDCʯCʮRWʯEK
ʮRW2ʯEK
#WV5WDCʮ๗২
#\KOCʮOK#F<KOCOKʮམՖੜ২
#ɺ$FC2ʮEQʯQ#FCV5QʮΒ͖ͬΐ͏২
#IWEKʮK#IWV5Kʮܪʢ໺ࡊྨͷʣ২
ʪද̐ʫྨผޠኮʹ͸ؚ·Ε͍ͯͳ͍ޠኮͷۚ෢ํݴʹ͓͚ΔํݴܗɺΞΫηϯτܕɺ͓Αͼͦͷܥྻผ
ҎԼɺʰ ࠓؼਔํݴࣙయʱʹ͓͍ͯɺۚ෢ํݴͷ֤ޠʹରԠ͢Δޠ͕ଘࡏ͠ͳ͍৔߹͸ᴷ ᴷͷΑ͏ʹࣔ͢͜ͱͱ͢
Δɻ·ͨɺରԠ͢Δޠ͸ଘࡏ͢Δ͕ɺͦΕ͕ۚ෢ํݴͷํݴܗͱ͸نଇతͳԻରԠΛࣔ͞ͳ͍ޠͰ͋Δ৔߹͸ɺᴷ
ᴷʢʮ L`W`K"ʣͷΑ͏ʹΧοίʹೖΕͯͦͷޠΛࣔ͠ɺͦͷ৔߹͸ӈ୺ͷਪఆܥྻͷཝ͸ۭനʹ͢Δ͜ͱͱ͢Δɻ͜
ͷදͰ͸ݪଇతʹԼ߱Ґஔ͸දه͠ͳ͍͕ɺ௕͍"ܥྻͱ$ܥྻͷޠʹݶͬͯ͸ɺͦ ͷܥྻͷ൑ผͷͨΊʹඞཁͳ৘
ใͱͯ͠ɺʧͰࣔͯ͋͠Δɻ
݉
ݙ
ݙ
ݙ
ݙ
ݙ
ݙ
ݧ
݊
ݙ
ݙ
ݙ
ݙ
ݙ
ݙ
ݨ
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ਪఆ
ܥྻ
ࢀߟɿʰ ࠓؼਔํݴࣙ
యʱͷهड़
ܥྻํݴܗʢۚ෢ʣҙຯ෼໺
#PCʮ K`#PCKʮ࣮২
$!CCʮUC$!CʮUC͓͋͞২
$!CFCCʮPK$!CFCʮPW!CFCʮ/͋ͩΜ২
$JKEWWʮDK$!KV5QʮDKᣀ২
$IC\KʮOCʯTW$IC<KDCʮTWΨδϡϚϧ২
ᴷᴷ ʢᴷʮPC/ʯMYC/"ʣ$UWOʮDWΧϘνϟ২
$ʮPCʯDCC$PCʮDC͖ͷ͜২
#ɺ$IW/ʮDQʯQ$IW̼ʮDQ͝΅͏২
$!KIWWʮOC$!WIWʮOC͝·২
#IWUKʮEK$IW5KʮV5KബʢεεΩʣ২
$UKVKʮEK$5KVKʮV5Wιςπ২
$FGGʮMWʯPK$FGMWʮPKେࠜ২
$MWPKʮDWMW/ʮDW$MKTKʮDWMKTWʮDWΈ͔Μ২
$ʮUWʯTCC$UWʮTCধʢατ΢ΩϏͷઌ୺ʣ২
#UWPWʮ K`$ɺ#UQPQʮK΋ͣ͘২
#ɺ$OKOKʮIWʯ`K$OKOKʮIWK͖͘Β͛২
ᴷᴷᴷ"!QIC?OC᥹᥵ಈ
"RCʮDWWʢϋϒͷ͜ͱʣ"JCDWऄಈ
#RQQʮVWW"JCVWോಈ
"DWʮTCC"DWTC֋̍ʢ΄Β֋ʣಈ
"ʮ!LWW"LWڕಈ
"UCʮDCC"UCDCࡻɺ;͔ಈ
"VWʮDLWW"VWDKLWඈڕಈ
"ʮMKʯOWUK"MKOW?5Kໟ஬ಈ
ᴷᴷᴷ"DK̼ DK/DKODK?PPW΄ͨΔಈ
"ʮ\WW"F<WKඌಈ
$ʮOLCʯC#OCLCʮೣಈ
#!G/ʮEWW#YGPV5Wʮ૏ಈ
ᴷᴷᴷ#MGʮ֋̎ʢൎɺ̎ຕ֋ʣಈ
#OKPCʮCPCʮC#PPCʮ֋̏ʢҰൠʣಈ
ʁJCCʮOK#MCOKʮُಈ
#!KTCʮC#%KTCʮ
͘Β͛ʢখܕͷ΋ͷͰࢗ͞Ε
Δ͜ͱ͕͋Δʣ
ಈ
#VCJWʮW#VCMWʮɹଢ଼ಈ
#ɺ$!CKʮMQʯQʢʮ!C`K"ʣ#!CKMQʮٜಈ
ᴷᴷᴷ#DKVCVQʮ͔·͖Γಈ
ᴷᴷᴷ#OK<Wʮઊಈ
沖縄本島金武方言の体言のアクセント型とその系列
113
ਪఆ
ܥྻ
ࢀߟɿʰ ࠓؼਔํݴࣙ
యʱͷهड़
ܥྻํݴܗʢۚ෢ʣҙຯ෼໺
#VCDGGʮTWW#JCDGTWʮ௏ಈ
$JCMGGʮ\C#!CMG<Wʮ!CMKʮ<WτϯϘ̍ಈ
ᴷᴷᴷ#OKPCMWʮτϯϘ̎ಈ
#!KTKʮEK#!KTKV5Kʮ΢ϩίಈ
$JCVCCʮDKʯECC$!CVCDKʮV5C֝ಈ
$ʮ!YCʯC$YCʮಲಈ
#ɺ$RKKʮ\CʯC$%KʮF<Cࢁ༽ಈ
$L`CC\KʮOCCDWʯ`K$LCTK?OCDWʮKϠϞϦಈ
$ICTCCʮUK$ICTCʮUCӊಈ
#!COCCʮOWW$!COCʮOW΍Ͳ͔Γಈ
$ICUKʮUK$MCUWʮUWӢ୮ಈ
ɹᴷᴷ$MWTCʮIG͘Β͛ಈ
$UKEKʮTK$5KMKʮTKͳ·͜ಈ
$ICCʮVCʯC$ICʮVC͹ͬͨಈ
$OWMCCʮ\K$OWMCʮ<KϜΧσಈ
#ɺ$MC/ʮ\Wʯ`K$MCPʮF<K͕ͨͯΈɺͱ͔͞ಈ
$ʮRK2ʯVW$ɺ#%K?VWʮK͍Δ͔ಈ
$IC\CCʮOK$ICF<CʮOWգಈ
ᴷʢ K`MKʮICUKʯ\CCʁʣ"YKMK!KMKܑਓ
ᴷᴷᴷ ʢ!W/ʮOKʯK#ɺ$ʣ"!WPCK࢞ਓ
"WʮVWW`W̦ʮVWW"!WVW෉ਓ
"ʮMYCC"MCࢠڙ̍ਓ
"VWʮ\K"VW<K࠺ਓ
"FWʮUK"FW5K༑ਓ
"ʮEWW"V5Wਓਓ
#!C\KʮK#!C<Kʮ҈࢘ʢΞδɺྖओʣਓ
#JW2ʮVWW#!WVWʮఋʢ໨Լͷਓʣਓ
#K`MKʮICC#!KMKICʮஉਓ
#KPCCʮIWW#!KPCIWʮঁਓ
#UQQʮFGG#UQFGʮܑఋਓ
#ɺ$PKʮUGʯG#PK5Gʮ੨೥ਓ
#UGGʮMWW#5GMWʮେ޻ਓ
#UWʮW#UWʮ෕ਓ
$OGGTCʮDK/ECʯC#OGTCDKVCʮए່͍ਓ
$ʮUKʯ\CC$5Kʮ<Cܑʢ໨্ɺ೥্ͷਓʣਓ
ᴷᴷᴷ$LC?IWʮPCՈ଒ਓ
#ɺ$YCTCCʮDKʯK$YCTCʮDKࢠڙ̎ਓ
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$OCCʮIC$OCʮICଙਓ
#ɺ$!C/ʮOCʯC$̼ʮOC฼ਓ
"ʮRK/ʯIW"%K0IW?K޶਎
ᴷᴷᴷ"JCPCDW?V5K͍ͼ͖਎
"RKʮUCC"%KUC଍਎
"EKʮDK"UWDK৲਎
"ʮEK/ʯUK"UWP5Kකখૐ਎
"RKʮEGG"%KV5Gֹ਎
"RWʮUWW"WUWʢDWʮUW$ʣ΁ͦ਎
"!Cʮ\CC"!CF\C΄͘Ζ਎
̗!KTKʮEK#!KTKV5Kʮ;͚ʢྡྷ΋ʣ਎
#UK2MCʮDK#UCMWDKʮʢUCMWDK?"ʣ͠Όͬ͘Γ਎
#ɺ$EW/ʮRGʯG#VWRRGʮଣ਎
ᴷʮUKʢ༮ࣇޠʣ#5KDCʮK೘਎
#JG/ʮPCC#MGPCʮ࿹਎
#EKTCʮC#UWTCʮإ਎
#!CFWʮW#!CFWʮ᪜ʢ͔͔ͱʣ਎
#UKPKʮK#UWPKʮ͢Ͷ਎
#PCICCʮTK#PCICPKʮഎத਎
#VK\KMWʮOK#VK<WMWOKʮѲΓݓ਎
#YCVCʮC#YCVCʮෲ਎
#JW/ʮDCC#MWPFCʮ;͘Βᡧ਎
$UCJWʮ K`#ɺ$UCMQʮK֏਎
$UKTCCʮIKUKTCCʮIC$5KTCʮIKന൅਎
$ʮIWʯDWIW2ʮDWʯ`K$IWʮWͨΜ͜Ϳ਎
$JWVWʮIGʯG$!WVWʮIGֺ਎
$EK/ʮDW$UWDWʮTW಄਎
$JCTCCʮ\K$MCTCʮ<W൅਎
$ICOCCʮMW$ICOCʮMWࠊपΓʢ΢Τετʣ਎
"ʮJQQʯ\K"MQ<K߿৯
"ʮOGG"OGG൧ɺҴ৯
#MWDWʮW#MWDWʮࠛ෍৯
$JCCʮOCʯOK#!CMCOCOKʮখ౾৯
#UKUKʮKUKʮK#5K5Kʮ೑৯
#JWMGʮG$!WMGʮOGם৯
#ɺ$UCCʮVCʯC$UCʮVC࠭౶৯
$ʮOCʯUW$OCʮUWԘ৯
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#ɺ$FWWʮUKʯK$ɺ#F<Wʮ5KF<W5Kʮࡶਬɾࠞͥ͝͸Μ৯
$ʮJWʯICC$MWʮICཛ৯
$VQQʮRW$VQʮW౾෗৯
#ɺ$OWWʮEKʯK$OWʮV5K໫৯
ᴷᴷᴷ$FCʮIWஂࢠ৯
"UCʮDCC"UCDC૲ཤɺ૲᯷ੜ
ʁEK/ʮ\C"UWPF<CҪށੜ
"!Kʮ\C`K"!K\CK!K<CK͍͞Γੜ
ᴷᴷ ʢᴷʮ\KʯPW$ʣ"F<KTWP?PK͍ΖΓੜ
"ʮUC/ʯUK/"UCP5K?TKࡾຯઢੜ
ᴷᴷ ʢᴷVGGʮMW$ʣ"UW\WOKଠޑੜ
"ʮRK/ʯIW"%K0IW?KʢഗɾುͳͲͷʣԚΕɾ޶ੜ
#UKOCʮC"5KOC૬๾ੜ
"JCʮDCC"MCDC೏͍̍ʢྑ͍೏͍ʣੜ
"JCʮ\CC"MC<CMC\C೏͍̎ʢѱषʣੜ
#EKPWʮW#5KPWʮண෺ੜ
#ɺ$JCUKʮ\CʯC#ɺ$!C5K<CʮKԼବੜ
#L`CʮC#LCʮՈੜ
$ʮ\QʯQ#F<Qʮ\Qʮ໳ʢ΋Μʣੜ
ʁPKDKʮEK#PKDKV5Kʮ݁ࠗੜ
#\KPKʮK#F<KPKʮમੜ
ᴷᴷᴷ ʢᴷʮ L`W`K̖ ʣ#!KOCTWʮ࿑ಇڠྗʢ࿑ಇަ׵ʣੜ
#VW/ICC#VWPICʮ୆ॴੜ
#VGGʮDK#VGDKʮদ໌ ʢ̍஛Ͱ࡞Δʣੜ
#RCUKʮ\K#JC5KTKʮށʢӍށʣੜ
$UCPCCʮ\K$UCPCʮ<K;ΜͲ͠ੜ
$UCCʮ\K$UCʮ<Kख͵͙͍ੜ
#ɺ$VK/ʮ\QʯQ$VKPʮF<QఱҪੜ
$ʮRWʯTW$WʮTWศॴɺಲখ԰ੜ
#RC\KʮEK$JC<KʮV5Kࢗ੨ੜ
#ɺ$L`CCʮEQʯQ$LCʮV5Wپ̍ੜ
ᴷᴷᴷ$WʮV5Wپ̎ʢΑ΋͔͗Β࡞੒ʣੜ
$ʮUKʯUKʢUKʮUCʯC#ɺ$ʣ$5Kʮ5Kγʔαʔੜ
$ʮUKʯUK$UWʮUWഗੜ
$VWDWWʮUK$VWDWʮ5Kদ໌ ʢ̎দͰ࡞Δʣੜ
$VCOWWʮPW$VCOWʮPW਋ੜ
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$ʮ!WʯFW$!WʮFW෍ஂੜ
$RK/ʮRWʯ/$ɺ#%KORWʮKώϯϓϯʢ໳ͷͱ͜Ζʹ͋Δ
໨Ӆ͠ͷͨΊͷญʣ
ੜ
"ʮ\K2ʯRC$F<KʮJC͔Μ͟͠ੜ
ᴷᴷᴷ$!WVCʮMK΢λΩʢഈॴʣੜ
"RCʮICCʯOC"JCICOCזಓ
"ʮMYGG"MG܃ಓ
#!WWʮPWW#YWPWʮි̍ಓ
#UCDCCʮEK#UCDCV5Kʮ۳ಓ
$RC/ʮFQʯQ#JCPFQʮළʢҿྉਫΛೖΕΔਫළʣಓ
#OCJCʮ K`#OCMCKʮ࿶ಓ
ᴷᴷ ʢᴷ L`W\Gʮ K`$ʣ#LCV5KDCʮLCV5KʮDCঅಓ
#ɺ$!QQʮFCʯC#!QFCʮϞοίʢӡൖ༻໢᝷ʣಓ
#!GGʮMWW#LGMWʮᓄʢसͷʣಓ
#PQQ\KʮTK#PWMW<KTKʮڒಓ
#ɺ$EWWʮMCʯC#UWMCʮٸਢʗమළಓ
$UCDC/ʮPK#ɺ$UCDCPKʮUCDCʮPKαόχʢႡΓसʣಓ
#VW\CʮC#ɺ$VW<CʮK᭒ʢڕΛಥ͖ࢗ͢ړ۩ʣಓ
$!KTCCʮPC$!KTGʮTCחಓ
ᴷᴷᴷ$MCMGF<KʮV5K٩ಓ
ᴷᴷ ʢᴷ\KPWʮW#ʣ$!W5KʮMKહಓ
$ʮPKʯDW$PKʮDWͻ͠Ό͘ಓ
$!KDGGʮTC!KDKʮTC$!KDGʮTCʢ͠Ό΋͡ʣฟʢେʣɺ͠Ό΋͡ಓ
#!C\KʮOWW$!C<WʮOW!C<QʮOW٩̎ಓ
#ɺ$IC/UKʮPCʯC$IC?P5KʮPCԳ࠲ʢ಄্ӡൖͷࡍʹ࢖༻ʣಓ
$ʮVKʯTW$VKʮTW
࿜ʢখʣʢഎ࿜ɺϏΫɺखఏ
͛᝷ʣ
ಓ
$UQQʮMK$UQʮMK᝷ʢ஛ͰฤΜͩઙΊͷβϧʣಓ
$ʮDCʯMK$DCʮMK࿜ʢ஛ͰฤΜͩେ͖Ίͷ΋ͷɺ
๮Ͱ୲͙ʣ
ಓ
$PKMGGʮDWʯJW$PKMWDWʮMW୤ࠄ༻᝘ʢ࿴ͰฤΜͩ໨ͷૈ
΋͍ͷɺࠄ෺Λׯ͢ ΋ʹ࢖༻ʣ
ಓ
$ʮVCʯIW$VCʮIWਫԳಓ
#ɺ$UKʮIWʯW$5KʮIWখ౛ಓ
$IWUCCʮPK$IWUCʮPW৛ಓ
ᴷOKʮ\QQMKʯK$ɺ#OK<QʮMKOK<QMKʮ࿜ʢ಄্ӡൖ༻ʣɺ୤ࠄ༻βϧಓ
$OGGʮUK$OGʮ5Kസಓ
ᴷᴷᴷ$LWʮV5KිʢੴΛ࡟ΔϋϯϚʔʣಓ
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"ʮVK/ʯVQQ"VKPVQۭࣗ
ᴷᴷ ʮᴷVK/ʯVQQPQQ\KTK"PQ<K೒ࣗ
$ʮOQʯQ"OWKٰࣗ
"ʮRC/ʯVC"JCPVC֑ɺஅ֑ࣗ
"ʮRLCC"%KTCࡔࣗ
"ICʮOCC"ICOCಎ۸ࣗ
"!CʮIK"!CIK཮ࣗ
#JWUWʮW#!WUWʮைʢւͷʣࣗ
#MC/PCʮOK#MCPPCOKʮҴޫࣗ
#RKUKʮK#%K5Kʮઙ੉ʢւͷʣࣗ
ᴷᴷᴷ#UCMWʮ୩ࣗ
#OKECʮC#PV5Cʮ౔ɺటࣗ
$ʮVKʯFCC$VKʮFCଠཅࣗ
#UKEWʮW$5KʮV5W݄ࣗ
$JWOWʮ K`$MWOWʮK஑ɺਫཷΓࣗ
#IWUKʮMWW$ɺ#IWUWʮMWIWUWMWʮ৓ࣗ
"EKʮ\K$5Kʮ<Kࢁͷ௖্ࣗ
"ʮ!W`K"YK্ํ
"JKʮECC"5KV5CԼํ
"!CʮICCʯTK"!CICTK౦ํ
"\KʮTKɺ\WʮTK"PF<KTKӈํ
"PKʮUK"PK5K๺ํ
#!KTKʮK"!KTK੢ํ
#JWMCʮC#WMCʮ֎ํ
#RGʮG#JGʮೆํ
"ʮPC/ʯOC"PCOCࠓ࣌
#JCECʮC#!CV5Cʮ໌೔࣌
$ʮMWʯW#UWʮࠓ೔࣌
#OCFWʮW#OCFWʮOCFWʮKՋɺܺؒ࣌
#LWWPCCʮJCC#LWPCMCʮ໷த࣌
#LWTWʮW#LWTWʮ໷࣌
#JW\WʮW#ɺ$MW<WʮKڈ೥࣌
$JCCʮVW/ʯEK$!CMCVWPʮV5Kڿ࣌
$UKVKʮOKʯVK$5KVKOKʮVKே࣌
$JCUCCʮVK$!CUCʮVK໌ޙ೔࣌
#ɺ$W`2ʮVKʯK$!WVʮVK͓ͱͱ͍࣌
$OKʮEWPCʯVK$PV5WPCʮVKҰࡢ೥࣌
118
　この表は、金武方言（と今帰仁方言）という沖縄本島における特定の方言の資料に基づいた系
列別語彙の試案であり、あくまでも一種の「たたき台」であることを最初に断っておかねばなら
ない。これは今後、さらにこの方言の新しいデータを追加することによって検討を加えていくべ
きものである。また他の方言においても、試案として提示された上述のリストを使用して調査し、
この系列別語彙の試案をさらに修正していかなければならない。
５．系列別語彙を活用した今後の記述研究
　「琉球調査用系列別語彙」は、琉球祖語に存在していたと「想定」される語彙のリストであり、
各語の属していた系列に関する「仮説」である。「仮説」である以上、新しいデータによって常
に検証し、修正を加えていく必要があることは言うまでもない。また「琉球調査用系列別語彙」は、
それを開発すること自体が最終目標なのではなく、それを開発した上で、琉球諸方言をさらに網
羅的、かつ組織的に調査し、そこで収集されたデータをもとにして、より綿密な通時的（比較方
言学的）考察を行っていくことを目的としている。
　このように系列別語彙は、まず通時的考察の道具となることを目的として開発されるものであ
るが、実はこの語彙の開発は、今後の琉球諸方言の共時的な記述研究にも役立つことが期待され
る。この語彙の開発・確立によって、琉球各地のアクセント体系やアクセントの交替現象、ア
クセント規則などの詳細を記述したり、諸方言を共通の基盤のもとに比較しながら類型的考察を
行っていくことが、いっそう容易になっていくのではないだろうか。このようにして「琉球調査
用系列別語彙」は、今後、琉球方言の共時的記述の道具としても有効に機能していくことが望ま
れているのである。
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#MKPWʮW$MKʮPWࡢ೔࣌
ᴷʢJWʮVCCʯDKʣ$MWPʮFWࠓ೥࣌
ᴷᴷ ʢᴷRK/ʮOC$ʣ$UWMCʮOCޕޙ࣌
$PCCʮOKʯEW$PCPʮV5W࠶དྷ೥࣌
ᴷᴷ ʢᴷPCICC!CʮOK̗ ʣ$UWʮLWകӍ࣌
ʁLCʮ K`$LCʮPKདྷ೥࣌
ᴷᴷᴷ ʢLQQʮPGʯG#ɺ$ʣ$LWUCOʮDK༦ํ࣌
"ʮVCCʯEK"V`CV5Wೋͭ਺
"ʮOKʯEK"OKV5Wࡾͭ਺
"ʮOWWʯEK"OWV5W࿡ͭ਺
"ʮ L`WWʯEK"LWV5W࢛ͭ਺
"ʮ L`CCʯEK"LCV5Wീͭ਺
#ɺ$JKEK2ʮEKʯK#!KV5KV5Wʮޒͭ਺
#ɺ$PCPC2ʮEKʯK#PCPCV5Wʮࣣͭ਺
$VKʮEK$V`KʮV5WҰͭ਺
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̍ʣ̏ܕΞΫηϯτମܥ͚ͩͰͳ͘ɺ̎ܕΞΫηϯτମܥͷ஍ҬͰ͋ͬͯ΋ɺಛఆͷ৚͕݅੔͑͹ɺൺֱ
ݴޠֶతํ๏Λ༻͍ͯɺաڈʹଘࡏͨ͠ͱ૝ఆ͞ΕΔ̏ͭͷܥྻʹଐ͢ޠኮΛਪఆ͢Δ͜ͱ͕Մೳ
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Λ਱͍͛ͯΔͷʹରͯ͠ɺ੺࿈ɺ࿷ɺதཬͳͲɺͦͷଞͷଟ͘ͷूམͰ͸̖̗ʗ̘ͷΑ͏ͳ߹ྲྀΛ਱
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΋ݴ͑Δɻ
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͓͓͗ Έ ͨ͔͟ ͱ
ఏএͨ̏ͭ͠ͷܥྻΛऔΓೖΕͯɺ֤ ΞΫηϯτܕʹଐ͢ޠኮͷଟ͘ʹ͍ͭͯɺͦ Ε͕Ͳͷܥྻʹଐ
͔͢Λਪఆͯ͠෇ه͢ΔࢼΈΛߦ͍ͬͯΔ͕ɺͦ ͷࢿྉΛݟΔͱɺ͜ ͷాՅཬํݴͰ͸̍Իઅޠͱ̎
Իઅޠͷ྆ํʹ͓͍ͯɺ̖ܥྻͱ̘ܥྻ͕͢Ͱʹ߹ྲྀͯ͠͠·͍ͬͯΔΑ͏Ͱ͋Δɻʢͨͩ͠ɺϩʔ
Ϩϯεʢʣ͕ܥྻผʹ෼ྨ͍ͯ͠Δޠኮͷதʹ͸ɺদ৿ʢEʣͰ͸ఏࣔ͞Ε͍ͯͳ͍ޠ΋ଟ
ؚ͘·Ε͍ͯΔ͜ͱʹ஫ҙɻ͜ͷϩʔϨϯεʢʣʹ͓͚Δܥྻผͷਪఆ͸ɺϩʔϨϯεࢯࣗ਎
ͷ൑அʹΑΔ΋ͷͱߟ͑ͯ΋Α͍ͩΖ͏ɻʣ
̏ʣ͜ͷۚ෢ํݴʹ͍ͭͯ͸ɺ͢Ͱʹ৽֞ʢʣ͕ྨผޠኮͷ̎Իઅޠʹ͍ͭͯௐࠪΛߦ͍ɺʢ̍ʣ̎
ԻઅޠͰ͸ɺΞΫηϯτܕ͚ͩͰͳ͘฼Իͷ௕͕͞໌ྎʹ̏ͭͷܕͷରཱͷଘࡏΛ͍ࣔͯ͠Δ͜ͱɺ
ʢ̎ʣͦͷ̎Իઅޠͷܕͷ۠ผ͸ɺྨผޠኮ͕ͷΑ͏ͳ߹ྲྀΛ਱͍͛ͯΔͱ͍͏͜ͱɺΛ
ূ໌ͨ͠ɻ͜ͷ৽֞ʢʣͷσʔλ͸ɺಛʹʢྨผޠኮͷʣ̎Իઅ໊ࢺʹతΛߜͬͨهड़ใࠂͰ
͋ΔͨΊɺͦ ͔͜Βۚ෢ํݴͷΞΫηϯτମܥͷશମ૾Λ஌Δ͜ͱ͸Ͱ͖ͳ͍ͷ͕ͩɺগͳ͘ͱ΋͜
ͷهड़͸ɺ෰෦࢛࿠ʢDEʣ͕ఏࣔͨ͠ɺླྀٿ૆ޠʹ͓͚Δ̎Իઅޠͷྨͷ෼྾ɾ౷߹ͷ࢓ํʹ
͍ͭͯͷԾઆΛཪ෇͚Δɺͻͱͭͷ༗ྗͳࠜڌͱͳͬͨͱݴ͑Α͏ɻ
̐ʣ֤ਓʹ͍ͭͯͷ৘ใ͸ɺ࣍ͷදʹࣔͨ͠ͱ͓ΓͰ͋Δɻݸਓ৘ใอޢͷͨΊɺࢯ໊ʹ͍ͭͯ͸ه߸Ͱ
ࣔ͢͜ͱͱ͢Δɻ
ɹɹʦௐࠪڠྗऀ৘ใʧ
 ࢯ໊ ੑผ ੜ೥݄೔
ɹɹɹɹɹ̢̣ࢯ ɹঁ  ত࿨೥ʢ೥ʣ݄ ೔
ɹɹɹɹɹ̠̮ࢯ ɹঁ  ত࿨೥ʢ೥ʣ݄̐೔
ɹɹɹɹɹ̢̢ࢯ ɹஉ ত࿨̒೥ʢ೥ʣ݄ ̐೔
ɹɹɹɹɹ̮̩ࢯˎ ɹஉ ত࿨೥ʢ೥ʣ݄ ೔
ɹɹݚڀڠྗऀͷ໊̐ͷ͏ͪɺˎͰ̮̩ࣔͨ͠ࢯͷΈ͸ɺۚ෢ொฒཬͷग़਎Ͱ͋Δɻ͕ɺͦͷΞΫηϯτ
΍Իௐܕʹ͍ͭͯ͸ଞͷ࿩ऀͷ΋ͷͱ͕ࠩݟΒΕͳ͍ͱ൑அͨͨ͠ΊɺͦͷࢿྉΛࠓճͷ෼ੳʹ༻
͍ͨɻௐࠪʹ౰ͨͬͯ͸ɺۚ ෢ொڭҭҕһձʹେม͓ੈ࿩ʹͳͬͨ͜ͱΛɺ͜ ͜ʹهͯ͠ײँਃ͋͠
͍͛ͨɻ
̑ʣຊߘͷ֤දͷӈ୺ͷࠓؼਔʹ͓͚Δܥྻผ͸ɺ͋͘·Ͱ΋ʰࠓؼਔํݴࣙయʱͷهड़ʹج͍ͮͯஶऀ
ݸਓ ʮ͕ղऍʯ͠ ͨ΋ͷͰ͋Γɺஶऀࣗ਎ͷࠓؼਔͷਫ਼ີͳௐࠪʹجͮ͘࠷ऴ݁࿦Ͱ͸ͳ͍ɻͦͷ఺ɺ
͜ͷࠓؼਔํݴͷܥྻผͷղऍ͸ݱ࣌఺Ͱ͸͋͘·Ͱ΋ʮࢼҊʯͰ͋Δ͜ͱΛஅ͓͔ͬͯͶ͹ͳΒͳ
͍ɻͳ͓ɺদ৿ʢEʣͰఏࣔͨ͠ܥྻผʹରԠ͢ΔޠኮͷΞΫηϯτܕͱɺࠓؼਔଜ༩ಹྮํݴ
ͷΞΫηϯτܕͷنଇతରԠͷՄೳੑʹ͍ͭͯ͸ɺখ઒ී࢙ࢯ͔Β͝ڭ͍͍ࣔͨͩͨɻ·ͨɺϩʔϨ
ϯεɾ΢ΣΠϯࢯ͔Β͸ɺࠓؼਔͷޠኮͷܥྻʹ͍ͭͯɺଟ͘ͷॿݴΛ͍͍ͨͩͨɻهͯ͠ɺײँ͠
͍ͨɻ͔͠͠ͳ͕ΒɺຊߘͷޡΓ͸͢΂ͯචऀࣗ਎ͷ੹೚Ͱ͋Δɻ
̒ʣʰ ࠓؼਔํݴࣙయʱͰ࢖༻͞Ε͍ͯΔ͍͔ͭ͘ͷه߸ʹؔͯ͠͸ɺʢචऀͷϫʔυιϑτʹʣͦΕʹର
Ԡ͢ΔϑΥϯτ͕ͳ͔ͬͨͨΊɺෆศͰ͸͋Δ͕ɺҎԼͷΑ͏ͳ΋ͷʹه߸Λมߋͤ͟ΔΛ͑ͳ
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͔ͬͨɻ
ɹɹɹɹɹɹʯɹɹϐονͷԼ͕Γ໨Λࣔ͢ɻ
 R ʦR·ʧ ྫ RKʮKʢՐʣɺRK\Cʮ·Kʢࠨʣ
 V ʦV·ʧ ྫ VCʮVCCʯOKʢ৞ʣɺJWʮVCCʢՎʣɺʮVCCʯEKʢೋͭʣ
 M ʦM·ʧ ྫ UKʮMCCʯTCʢྗʣɺʮJWʯMKʢԳʣɺMWOWʮWʢӢʣ
 P ʦ!Pʧ ྫʮPC1ʯOCʢࠓʣɺPCCʮOKʯEWʢ࠶དྷ೥ʣ
 O ʦ!Oʧ ྫ OCCʮICʢଙʣɺOCʮCʢഅʣ
̓ʣ̘ܥྻͷ઀ଓܗ͕JCOCPWʜʢ඿͕ʣͷΑ͏ʹ௿ฏௐʹͳΔͱɺͦͷௌ֮ҹ৅͕ɺຊདྷߴฏௐͰग़
ݱ͢Δ̖ܥྻͷ઀ଓܗJCPCPWʜʢඓ͕ʣͱࣅͯ͘Δɻ͔͜͠͠Ε΋ߴ࢝͘·Δ͕۟ޙଓ͢Δͱɺ
ɹɹɹɹɹʪ̖ܥྻʫɹʮԻʯɹ!WVWPW5KMCTK1ʢԻ͕ฉ͑͜Δʣ
ɹɹɹɹɹʪ̘ܥྻʫɹʮ੠ʯɹMKPW5KMCTK1ʢ੠͕ฉ͑͜Δʣ
ɹɹͷΑ͏ʹ໌ྎͳҧ͍͕ݱΕΔ͜ͱ͔Βɺʮߴฏௐʯͱʮ௿ฏௐʯͷ۠ผ͸ɺ͜ͷํݴͰ͸ɺ͸͖ͬΓ
อͨΕ͍ͯΔͱݴͬͯΑ͍ͩΖ͏ɻ
̔ʣ͜ͷΑ͏ʹ̘ܥྻͷ͍͔ͭ͘ͷޠኮʢ͢΂ͯͰ͸ͳ͍ʣʹݶͬͯୈ̍Իઅʹ௕฼Ի͕ग़ݱ͢Δɺͱ͍
͏ํݴ͸ɺീॏࢁॾౡʹ͓͍ͯ΋ଘࡏ͢Δɻͨͱ͑͹͜Ε·ͰͷචऀͷௐࠪͰ͸ɺੴ֞ౡനอ΍೾র
ؒౡʹ͓͍̘ͯܥྻͷʮদʯʢOCVU+ʣɺʮುʯʢPCDKʣɺʮԳʯʢ!WMMKʣͳͲʹ௕Իઅ͕؍࡯͞Ε͍ͯ
Δɻ·ͨখ඿ౡʹ͓͍ͯ΋ɺňԳʯʢ!QMKʣͷΑ͏ͳ௕ԻઅΛޠ಄ʹؚΉ̘ܥྻͷޠ͕ଘࡏ͢Δɻ͜
ΕΒͷ΄ͱΜͲ͸ɺຊߘͷʮܥྻʯʹରԠ͢ΔΞΫηϯτܕͷରཱ͕͢Ͱʹফ໓͍ͯ͠ΔͱࢥΘΕΔ
஍Ҭɺ͋Δ͍͸̗ɼ̘ ܥྻͷ߹ྲྀʹΑͬͯ̎ܕΞΫηϯτମܥͱͳͬͯ͠·ͬͨํݴͰ͋Δɻ͔͠͠
͜ΕΒീॏࢁॾౡʹஅยతʹ؍࡯͞ΕΔޠ಄௕Իઅ͸ɺ͋͘·Ͱ΋Ұ෦ͷݶΒΕ̘ͨܥྻͷޠʹ
ݶͬͯग़ݱ͢Δ΋ͷͰ͋Δɻ·̗ͨܥྻʹଐ͢ͱࢥΘΕΔʮӍʯͷΑ͏ͳޠʹ͓͍ͯ΋!COKͷΑ
͏ʹୈ̍Իઅ͕௕ԻઅԽ͢Δݱ৅΋ੴ֞ౡͷҰ෦ʹ؍࡯͞Ε͍ͯΔɻ͜ͷΑ͏ͳࣄ࣮͔Βߟ͑ͯ΋ɺ
ീॏࢁॾౡʹ͓͚Δ͜ΕΒஅยతͳޠ಄௕Իઅͷσʔλ͸ɺʢݱ࣌఺Ͱ͸ʣʮླྀٿ૆ޠʹ͓͍̘ͯܥྻ
ͷ͢΂ͯͷ̎Իઅޠͷޠ಄Իઅ͕௕͔ͬͨʯͱ͍͏Α͏ͳԾઆΛཪ෇͚Δ֬ͨΔূڌͱ͸ͳΒͳ͍ɺ
ͱ͢Δ͔͠ͳ͍ɻ
̕ʣઌఔɺྨผޠኮͷ̎Իઅޠ͸ͨͱ͑͹PWOKPWOKPWʜʢ೸ʣɺPCDKPCDKPWʜʢುʣɺ!WUW
!WUWPWʜʢӓʣͷΑ͏ʹɺ઀ଓܗͰޠ຤ͷ͕֩ফ͑ɺޠ಄ͷ̍Ϟʔϥ͚͕ͩߴ͘ͳΔͨΊɺ̗ܥྻ
ͱͷҧ͍͕໌ྎͰͳ͘ͳΔ͜ͱ͕ଟ͍ɺͱड़΂ͨɻ͜ͷ͜ͱ͸ɺྨ ผޠኮͰ̏Իઅޠʹ෼ྨ͞Ε͍ͯ
ΔҰ෦ͷޠʹ΋ݴ͑Δɻͨͱ͑͹ྨผޠኮͰ͸̏Իઅޠ͕ͩɺ͜ ͷํݴͰ͸Իઅͷ୤མɺ༥߹ʹΑͬ
ͯ̎ԻઅޠʹมԽͯ͠͠·͍ͬͯΔJCLCʢபʣɺVCTGʢᚮʣͳͲͷޠ͸ɺ̎Իઅޠͷʮ೸PWOKʯ
ʮதPCMCʯͳͲͱಉ༷ɺॿࢺ෇઀ଓܗͰ͸ͦͷޠ಄ͷߴ͍ԻௐͷΈ͕ग़ݱ͢Δ܏޲͕ݟΒΕͨɻ࣍ͷ
Α͏ͳྫ͕ɺͦΕΛ͍ࣔͯ͠Δɻ
 JCLC  JCLCPWʜ ʢபʗப͕ʜʣ
 VCTG  VCTGPWʜ ʢᚮʗᚮ͕ʜʣ
ʣ͜Ε͸·ͩશ͘ਪଌͷҬΛग़͍ͯͳ͍͕ɺ͜ͷ͜ͱ͔Βߟ͑ͯɺগͳ͘ͱ΋๺ླྀٿʢԄඒɾԭೄʣ
૆ޠʹ͸ʮঢΓ֩ʯʹΑΔΞΫηϯτମܥΛݐͯΔ͜ͱ͕ՄೳͳͷͰ͸ͳ͍͔ɻ͜ͷ఺ʹؔ࿈ͯ͠
0DWVXPRULʢʣͰ͸ɺʢ࠷ऴతͳ൑அ͸࣌ظঘૣͱ͠ͳ͕Β΋ʣླྀ ٿ૆ޠͷΞΫηϯτମܥʹ͸ɺ
ʢޠ಄͔ΒͰ͸ͳ͘ʣޠ຤͔Β਺͑ͯʙ൪໨ͱ͍͏Α͏ͳ࢓૊ΈʹΑͬͯΞΫηϯτ͕ܾఆ͞ΕΔɺ
࣍ͷΑ͏ͳମܥΛʮԾఆʯͨ͠ɻʢ˕͕ΞΫηϯτͷஔ͔ΕͨҐஔΛࣔ͢ɻͳ͓ɺ˓ɺ˕Ͱࣔ͞Εͨ
୯Ґ͸ɺ0DWVXPRULʢʣͰ͸ʦԻઅʧͱ͍ͯ͠Δ͕ɺࠓͷͱ͜ΖͦΕ͕ϞʔϥͰ͋ͬͨՄೳੑ
΋൱ఆ͸Ͱ͖ͳ͍ͷͰɺҎԼͰ͸ͦΕΛ͋͑ͯ໌ࣔ͠ͳ͍Ͱ͓͘ɻʣ
ɹɹɹɹླྀٿ૆ޠͷΞΫηϯτମܥͷԾઆʢ0DWVXPRULʹ جͮ͘ʣ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ̍ Իઅޠɹɹɹ̎ Իઅޠɹɹɹɹ̏ Իઅޠ
ɹɹɹɹ̖ܥྻɹɹɹɹ˓ɹɹɹɹɹ˓˓ɹɹɹɹɹ˓˓˓ɹɹɹʢ̌ܕʣ
沖縄本島金武方言の体言のアクセント型とその系列
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ɹɹɹɹ̗ܥྻɹɹɹɹ˓ɹɹɹɹɹ˓˕ɹɹɹɹɹ˓˓˕ɹɹɹʢʵ̍ܕʣ
ɹɹɹɹ̘ܥྻɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ˕˓ɹɹɹɹɹ˓˕˓ɹɹɹʢʵ̎ܕʣ
ɹɹɹʢ̙ܥྻʁɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ˕˓˓ɹɹɹʢʵ̏ܕʣʣ
ɹɹ͜ͷ͏̙ͪܥྻͷଘࡏ͸ɺࠓͷͱ͜Ζ֬ͨΔূڌ͕ͳ͍ͨΊɺΧοίͰғΜͰࣔͨ͠ɻ
ʣ̖ ܥྻͷԼ߱ͱ̗ܥྻͷԼ߱͸ɺͦ ͷՁ஋͕ҟͳΔʢ͕ͨͬͯ͠Լ߱ͷҐஔ͸͜ͷํݴͷหผతಛ௃
Ͱ͸ͳ͍ʣͱ͍͏͜ͱΛࣔ͢ྫͱͯ͠ɺ͜ ͷܥྻผޠኮΛ࢖༻ͨ͠ෳ߹ޠΞΫηϯτͷࢿྉΛҰ෦͜
͜ʹࡌͤΔɻۚ෢ํݴͰ͸ɺલ෦ཁૉͷܥྻ͕ͦͷ··ෳ߹ޠશମͷܥྻͱͳΔɺͱ͍͏͍ΘΏΔ
ʮࣜอଘʯ͕੒Γཱ͍ͬͯΔɻ͔͠͠ɺલ෦ཁૉ͕̖ܥྻͷ৔߹ͷෳ߹ޠͷԼ͕Γ໨ͷҐஔ͸ৗʹ̏
Ϟʔϥ໨ʹݻఆ͞Ε͍ͯΔͷʹର͠ɺલ෦ཁૉ͕̗ܥྻͷෳ߹ޠͷ৔߹͸ɺ͜ ͷԼ͕Γ໨ͷҐஔ͕ৗ
ʹݻఆͨ͠Ґஔʹग़ݱ͢Δͱ͸ݶΒͣɺෳ߹ޠશମͷԻઅ਺͕௕͘ͳΔʹ͕ͨͬͯ͠ɺঃʑʹޠ຤ͷ
΄͏ʹͣΕ͍ͯ͘܏޲͕ݟΒΕΔɻͨͱ͑͹̖ܥྻͷLWʢڕʣɺVWKʢௗɺܲʣɺ5KFGMWPKʢਓࢀʣΛ
લ෦ཁૉʹ࣋ͭෳ߹ޠ͸ɺͦ ͷԼ߱Ґஔ͕̏Ϟʔϥ໨͔ΒޙΖʹ͸ͣΕͳ ʢ͍5KFGMWPK<W5Kʣɻ͜Ε
ʹରͯ͠ɺ̗ܥྻͷOCOKʢ౾ʣɺMWDWʢࠛ෍ʣɺDKTCʢೢʣɺ5K5Kʢ೑ʣΛલ෦ཁૉʹ
࣋ͭෳ߹ޠ͸ɺͦ ͷԼ߱Ґஔ͕ৗʹ̎Ϟʔϥ໨ʹݻఆ͞Ε͍ͯΔͱ͸ݶΒͣɺޠ຤্ঢͷҐஔ͕ӈʹ
ͣΕΔͷʹͱ΋ͳͬͯɺޠ຤ͷ΄͏΁ͱͣΕ͍ͯ͘܏޲͕ݟΒΕͨʢ5K5K<W5KʣͷͰ͋Δɻ
ɹɹʢ̰ʣޙ෦ཁૉ͕ʮो5KTWʢ%ܥྻʣʯͷෳ߹ޠ
ɹɹɹɹɹɹલ෦ཁૉͷܥྻ
ɹɹɹɹɹɹɹ̖ LW<KTWʢڕͷोʣɹɹɹVWK<KTWʢௗ೑ͷʙʣ
ɹɹɹɹɹɹɹ̗ OCOK<KTWʢ౾ͷʙʣɹɹɹMWDW<KTWʢࠛ෍ͷʙʣ
 DKTC<KTWʢೢͷʙʣɹɹɹ5K5K<KTWʢ೑ͷʙʣ
ɹɹʢ̱ʣޙ෦ཁૉ͕ʮਬ͖ࠐΈ͝൧F<W5Kʢ̘ܥྻʣʯͷෳ߹ޠ
ɹɹɹɹɹલ෦ཁૉͷܥྻ
ɹɹɹɹɹɹ̖ LW<W5Kʢڕͷਬ͖ࠐΈ͝൧ʣɹɹɹVWK<W5Kʢܲ೑ͷʙʣ
 5KFGMWPK<W5Kʢχϯδϯͷʙʣ
ɹɹɹɹɹɹ̗ 5K5K<W5Kʢ೑ͷʙʣ
ࢀরจݙ
৽֞༑ࢠʢ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